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　3‒1.   本研究の概要
　3‒2.   共同学習活動の概要
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Ｑ：共同学習中，普段より英語を使う量や時
間が増えましたか。
回答
１．とてもそう思う
２．どちらかと言うとそう思う
３．どちらとも言えない
４．あまりそう思わない
５．全然そう思わない

